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フェルマーの平方和定理 （平成２７年）

定義 m: 平方因子を含まない有理整数

２次体 K の判別式 を次のようにする.
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定理 2

証明 Q［i］の判別式を d とすると,

d = - 4

p : 奇素数だから

定理 1 , 定理 2 より, 次の系を得る.

系と注 2.より, 次のフェルマーの平方和定理を得る.

定理 3.
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